
《決算補足説明資料》 平成25年05月13日

１．平成２５年３月期連結決算について

（１）損益実績 （２）※H２５年３月期連結営業利益の
(億円) H２４年３月期比 ７３億円 減少の要因

億円

・生産/売上増減による
　　　　　　　　　　利益の減

・原材料、部品等の購入価格差

・燃料（主に油）の価格ＵＰ

・コスト改善、代価減

・為替差損(＄81.84⇒80.12）

・減価償却費の増減、経費縮減

合計

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷純資産

（３）連結受注・売上実績　（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

《受注残高》 (億円)
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当期純利益

純Ｄ／Ｅレシオ

特別損益

Ｄ／Ｅレシオ

有利子負債残高

単　　　独

(内、輸出)

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

171

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

営業利益   (※)

単　　　独

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

経常利益
単　　　独
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売 上 高
単　　　独

H２４年３月期H２５年３月期

2,206 2,213
1,8931,843

差　異
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36
△ 23
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7

売上高経常利益率

　素形材・エネルギ－事業は、電力・原子力製品の受注減・生産減及び納期の延期等による売上減
少と操業不足が大きく影響し、今期は営業赤字となった。　　産業機械事業は、樹脂機械・ＩＴ関連で
売上拡大とコスト改善が寄与し、前期比 ４５.4％ の営業増益を確保。　　全体としての営業利益は前
期比 ３０.2％ の減益となるものの、前回予想 １６０億円 を ６.8億 上回る。
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素形材・ｴﾈﾙｷﾞ-
産 業 機 械
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不 動 産 他 22
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(1,081) (1,016)
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２．平成２６年３月期の連結業績予想について

（１）損益計画 （２）※H２６年３月期連結営業利益予想の

H２５年３月期比 ８１億円 減少の要因
(億円)

億円

・生産/売上増減による影響

・原材料、部品等の価格ＵＰ

・エネルギーの価格ＵＰ

・コスト改善、代価減

・為替差益（＄＝８７円を想定)

・減価償却費の増減、経費縮減

合計

（３）連結受注計画（但し、輸出は単体を表示） （４）連結売上計画（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

（５）設備投資計画

(億円)

(内、輸出) (922) (1,081) (△159)
合　計 2,000 2,206 △ 206

不 動 産 他 21 22 △ 1
産 業 機 械 1,206 1,301 △ 95

H２６年３月期 H２５年３月期 差　　異

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 773 882 △ 109

2,206

H２６年３月期 Ｈ２５年３月期

(内、輸出) (733) (291)
354合　計

7.8%
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1,846
22

H２５年３月期
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H２６年３月期
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△ 8

△ 4

△9%
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差　　異

　全体で対前年比 ▲４９％ の営業減益を見込む。　素形材・エネルギ－は電力・原子力の売上減少が
更に落ち込むことが大きく、営業赤字が拡大する。　産業機械事業も昨年秋以降、樹脂機械を中心とし
た中国案件の延期が発生し、Ｈ２５年度売上の減少を見込む。射出機・ＩＴ関連は好調も、これらをカバ－
するには至らない。　　本格回復は当初予想より１年遅れのＨ２６年と予想。
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不 動 産 他
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素形材・ｴﾈﾙｷﾞ-
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特別損益 △ 3 △ 23

有利子負債残高

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ-

純Ｄ／Ｅレシオ

営業利益   (※)
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